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Benveniste の『インド＝ヨーロッパ諸制度語彙集  ― Le vocabulaire des institutions Indo-
Éuropeennes ― 1 経済・親族・社会』』は、もてなしに近い意味を示すホスピタリティーと
サービスの語源を説き、単に言語学においてだけでなく、文化人類学においても重要な研




















聞グローブ ― 世界とつなぐ日曜版 ― The Asahi Shimbun Globe ― Tea』（2013年 1月 20日
発行）を出した。 
茶を文化として紹介する有名な文献として Okakura Kakuzo（岡倉天心）の“The book of 
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鎌倉幕府記録である『吾妻鏡』の建保 2（1214）年 1 月 4 日の条には次のように記され
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ジャー白書』によると、2012 年には 300 万人が「お茶」（茶道のこと）を趣味として挙げ
た。これは日本の人口の 2.9％にあたる。この 2.9％のうちの 86.9％は女性である64。図 3は
「レジャー白書」のデータをもとに 2012 年の茶道人口を年齢別および性別で示したもので
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 それらの流派は東山以前、東山派、奈良派、堺派、藪内流、利休流、三千家、織部流、遠州流、宗和流、宗






 日本生産性本部『レジャー白書 2013』東京、日本生産性本部、2013年、37-45頁。 
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ある。図 3 を見ると、50 代以上は女性の比率が急激に上がることがわかる。一方で、男性
は 30代の参加率がもっとも高い。 
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 飛騨守源朝臣成教「落栗物語」（多治比郁夫、中野三敏校注『新日本古典文学大糸 ― 当代江戸百化物 ― 在
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して、近畿（13 流派）、関東（12 流派）と東海（9 流派）が挙げられることである。流派
は多いにも関わらず、煎茶道人口に関しては統計データを今のところ目にしていないが、
茶道に比べると、極めて少ないと考えられる。 
地域 加盟 加盟ではない 



















中国 松莚流、三癸亭賣茶流  
四国 光輝流  
九州 光風流、知足庵流  
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の「長崎から小倉への旅」の 1826年 2月 16日の条に次のような記述がある138。 




 鈴木牧之「信越境 ― 秋山記行」（宮本常一・谷川健一・原口虎雄編『日本庶民生活史料集成 ― 第 3巻 ― 





















 原文は次の通りである。“Zwischen Isahaja und dem Weiler Susuda wird viel Thee gebaut, und ganze Felder sind 
regelmäßig mit dessen Stauden bepflanzt.” Siebold, Philipp Franz von “Nippon. Archiv zur Beschreibung von Japan und 
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139






































































（2014年 1 月 7日確認）。 
152






















                                                 
154
 島根県農林水産部農畜産振興課「島根県茶業及びお茶の文化の振興に関する指針 ― 茶は産業、茶は文化、
島根のお茶をもっと感じる！」（『島根県ホームページ』） 2013年、


















































































                                                 
167
 中村羊一郎『番茶と日本人』東京、吉川弘文館、1998年、3 頁。 
168
 堀江敏樹『紅茶の本 ― 決定版』大阪、南船北馬舎、2006年、171頁。 
169
 角山、1980年、133-137頁。 
170 日本紅茶協会「日本紅茶協会について」（『日本紅茶協会』）2007年、 http://www.tea-a.gr.jp/about_us/ 
（2014年 2 月 11日確認）。 
171
 魏 仙芳（Wei Hsien-Fang）「現代日本における喫茶をめぐる一考察 ― 茶飲料を中心として」「（大阪大学
大学院文学研究科日本学研究室『大阪大学日本学報 ― 第 23号』）2004年、43頁。 
172
 朝日新聞（秋山野順子、青山直篤）「進化するペットボトル緑茶は「にごり」戦争」（『朝日新聞グローブ 






















NPO 法人日本茶インストラクター協会の 2004 年から 2006 年のデータによれば、日本はイ









ンド、中国、ロシアなどの CIS 諸国に次いで世界第 4 位の茶消費国である176。どの種類の
茶が多く消費されているかを見てみると、緑茶の消費量が紅茶や烏龍茶の約 4 倍であるこ
とがわかる（図 5 を参照）。2011 年の緑茶の消費量は約 82,000 トンにのぼったが、それに







表 2 からわかるように、1965 年から 2008 年までの 1 人当たりの消費量は、1975 年のピ
ークと 1998 年のスランプを除き、およそ 700〜900 グラムで変動している177。それでも
2005 年は 893 グラムで 2006 年に 795 グラム、2007 年も 800 グラム以下である。2009 年に




図 5 茶類別の国内消費量の推移178 




 昭和 40年から平成 19年までの消費量は『日本茶のすべてがわかる』の中に載っている。 本書のデータは










40 年 45 50 55 60 
平成 
元年 5 10 
年次 1965 1970 1975 1980 1985 1989 1993 1998 
1 人当りの消
費量（ｇ） 
727 941 1002 889 793 752 790 698 




12 年 17 18 19 20 21 22 23 
年次  2000 2005 2006 2007 2008 2009 2010 2011 
1 人当りの消
費量（ｇ） 
811 893 795 799 792 705 692 682 


















                                                                                                                                                                 
ないため輸入数量をそれぞれ消費量とした。」全国茶生産団体連合会・全国茶主産府県農協連連絡協議会「茶
の生産と流通 ― 茶類の国内消費量の推移」（『茶ガイド』）2013年、 
















表 3 商品としての茶の分類181 
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 元文は次の通りである。„Die Theehäuser (Tchaja) und die Bordelle (Zjorō-ja) sind bis tief in die Nacht geöffnet, und 
schöne Zitherspielerinnen (Gésja) und Freudenmädchen (Zjorō), an einigen Orten auch niedliche Putzhändlerinnen wissen 
































店も増え始める。1958 年に福岡の博多に開業した「UCC コーヒーショップ」は、1965 年か
ら 71 年の間に次々と支店を出し、それは現在も「珈琲館」というフランチャイズ喫茶店と
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化し、30 年代には肥料と病害虫の防除のための農薬使用が増加した。30 年代から 80 年代
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1985 年に伊藤園によって発売される。初の缶入り飲料として 1969 年には UCC の缶コーヒ
ーが発売されていることを考えると、缶入り緑茶の販売はそれに大きく遅れをとったとい
える。 
その後、1986 年に初のペットボトル茶飲料である 1.5 リートルのキリンの「午後の紅茶」










朝日新聞によると、2011 年に日本の 1 世帯あたりでペットボトルの茶飲料に使った金額
は 5749 円で、茶全体への支出の 46％を占める。緑茶、紅茶、烏龍茶、麦茶、そしてブレ
ンド茶などのペットボトルおよび缶入りの茶飲料があるが、そのなかで最も売れているの
は緑茶である。500ml 単位で計算すると、2011 年に緑茶は 51 億本、紅茶は 28 億本、烏龍
茶は 17 億本が売れたことになる。茶の商品化の進歩は紅茶を例にとるとよくわかる。日本











 同上、6 面。 
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そして精神性の 3つの側面から分析する（図 6を参照）。 
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 小川可進「喫茶辨」（林屋辰三郎・横井 清・楢林忠男編『日本の茶書 2』所収）東京、平凡社、1972年、
278頁。 
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客同士の関係は 茶の精神性を定義する CHAの Cの頭文字からなる Communication、いわゆ
る「触れ合い」と、A の頭文字からなる Assosiation、いわゆる「人間関係の形成」を基礎













茶の場合には「CHA」の 3 つの要素すべてが含まれる。普段は H（Hospitality）、いわゆる
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 金田一京介「熊祭の話」（金田一博士喜寿記念編集委員会編『アイヌ文化志 ― 金田一京介選集』）東京、
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antropologie (Sociologie d’Aujourd’hui) ”) Saint-Germain & Paris, Presses Universitaires de France, 1980, 259p. 
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 原文は次の通りである。«L’invitation doit être faite et elle doit être acceptée. Nous avons encore cet usage, même 






































































































「晝258過ぎ或家にて茶御振舞申すと云ふ者あり立寄る259」（文化 11［1814］年 1 月
17日条） 








































このような歴史を背景に、現在の英語の言葉である “hospitality”は、 “hospitality: 
‘hospitable treatment, reception, or disposition265”と定義される。つまり、“hospitality”は現在に
いたっても客人歓待である。日本ではホスピタリティーという言葉は戦後から使われるよ




 Benveniste, Émile/translated by Elizabeth Palmer “Indo-European language and society” University of Miami Press, 
1973 (¹1969), 71-76pp. 
263
 バンヴェニスト・エミール著／蔵持不三共訳／前田耕作監修『インド＝ヨーロッパ諸制度語彙集 ― Le 





















“Occupation or function of serving’, ‘employment as a servant’, ‘help, use, benefit’, ‘a form 
followed in worship or in a religious ceremony 〈the burial ~〉’, ‘useful labor that does not 


















 朝日新聞（原島由美子）「＜おもてなし＞を海外へ輸出」（『朝日新聞』）2011年 4月 23日付、4面。 
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学習的精神：  茶道：学問、花嫁修業 
美的精神 ：  茶道：侘び茶、茶室、茶道具と庭園への美意識 
 煎茶道：画 
文雅的精神：  煎茶道：賞茶、詩と譜 
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 守屋、前掲文献、79頁。ケンペル、エンゲルベルト著／今井正編訳『日本史：日本の歴史と紀行 ― 第 7分





















歴史家グスタフ・クレム（Gustav Friedrich Klemm, 1802-67）とイギリスのエドワード・タ














“Culture or Civilization, taken in its wide ethnographic sense, is that complex whole which includes knowledge, belief, 
art, morals, law, custom and anz other capabilities and habits aquired by man as a member of society.“ Tylor, Edward 
Burnett “The collected works of Edward Burnett Tylor. Volume Ⅲ. Primitive CultureⅠ” London, Tōkyō, 
Routledge/Thoemmes Press, 1994 (¹1871), 1p. 
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 “Rappelons-nous la definition  célèbre de Tylor, pour qui la culture est un ensemble complexe comprenant l'outillage. ”  
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茶 間食 茶の間 女 ケ 
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 城川町教育委員会・ふるさとの茶堂と石仏編集委員会編『ふるさとの茶堂と石仏 ― 城川の信仰』愛媛、城





















ーの家庭への浸透は喫茶店営業にも影響を及ぼし、1981 年（約 15 万 500 店）から 2009 年









2011 年 4 月 22 日に農林水産省の主導によって「お茶の振興に関する法律」が施行され
た。それは茶の淹れ方がわからない人の増加、コーヒーとの競争などの問題による茶の消
                                                 
342
 朝日新聞（青山直篤）「のびる消費、コーヒーを上回る」（『朝日新聞グローブ ― 世界とつなぐ日曜版 ― 
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 島根県農林水産部農畜産振興課「島根県茶業及びお茶の文化の振興に関する指針 ― 茶は産業、茶は文化、
島根のお茶をもっと感じる！」（『島根県ホームページ』）2013年、










郡牟岐町の「お接待の会」（画 8を参照）は 2000年に設立された347。 
 



























画 9 「抹茶を飲みながら、尼僧（中央左）と会話を楽しむ釜石市の仮設住宅の住民352」 
さらに、抹茶の簡単な茶会も開かれている。2012 年 6 月の岩手の日蓮宗女性教師の会の
尼僧は、釜石市の３カ所の仮設団地で「カラオケとお茶を楽しむ会」を開いた。そこで、







                                                 
350
 福島県国見町観月台文化のセンター「福島県国見町観月台文化のセンター ― 設置のご案内」（『福島県国
見町観月台文化のセンター』）2011年、 http://www.town.kunimi.fukushima.jp/kangetsudai/shisetu/annai.html#9 
（2014年 1 月 7日確認）。 
351
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（『毎日新聞』北海道）2013年 2 月 28日付、25面。このような茶は今も続いている。同じようなことは鳥取
にも見られる。2012年 6 月の毎日新聞の記事で、鳥取の東部に避難した 119人がいるが、避難者同士の交流の
ため茶会や無料バザーなどが開催された。毎日新聞「東日本大震災：読み聞かせ ― 雑談で、ほっ 鳥取市で避
難者交流会」（『毎日新聞』鳥取）2012年 06月 04日付、23面。 
352
 岩手日報、2012年 6月 9 日付、前掲文献、27面。 
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 岩手日報「岩手日報被災者と和やか茶会 ― 日蓮宗女性教師の会 ― 釜石の仮設を訪ね」（『岩手日報』）
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子連れの母親であったという。毎日新聞、2012年 06月 04日付、前掲文献、23面。 
355
 朝日新聞「体操教え笑顔の輪 ― 平塚→石巻 朝日新聞（被災地で生きる ― 第 3部：2）」（『朝日新聞』宮
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神道 祝儀 酒 
仏教 不祝儀 茶 
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371 小島茶店『小島茶店』2007年、 http://www.e-cha.jp/index.php （2014年 1月 7 日確認）。 
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 内藤園『内藤園 ― 宿場の茶』2007年、 http://www.naito-en.com/index.html （2014年 1月 7日確認）。 
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を特徴として強調している。石川の旅館、加賀屋和倉温泉（創業 1906 年）は 2010 年末に














れる。さらに 2009 年には、旅館業界の関係者のための検定試験である『日本の宿 おもて
なし検定』が実施されるようになった。それらにともない旅館のもてなし精神は経済活動


































                                                 









 Lexus「Our story ― 心づくしのカスタマーサービス ― おもてなし（動画）」、（『Lexus』）8-41秒、 
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 東京新聞「《心のデフレ》脱却を ― 2020年への約束 4」（『東京新聞』）2013年 9月 14日付、1面。 
386
 東京新聞、2013年 9月 14日、前掲文献、1面。 
387
 農業情報研究所（Worldwide Agriculture Policy Information Center、WAPIC）「意見・論評・著書等紹介 ― 日
本政治の翼賛化を加速するネット・スマホ文化 ― 日本人、思いやり文化はどこへ行く」（北林寿信『農業情











ところで、2011 年には茶の産地に極めて深刻な問題が生じた。2011 年 3 月 11 日の東日
本大震災をきっかけに起こった東京電力福島第一原発事故によって放射線拡散は茶にも及















よると、2012 年 4 月 1 日からの茶の放射性セシウムの基準値は 2 つ設定されていることが
わかる。 
                                                 
388
 日本科学者会議福岡支部核問題研究委員会『原発事故緊急対策マニュアル ― 放射能汚染から身を守るため
に』東京、合同出版、2011年、76頁。 
389 厚生労働省「食品中の放射性物質の対策と現状について」（『厚生労働省』）2013年、12頁、 




じ 10 Bq/kg 
(2)抹茶や茶葉をそのまま食べるものは、茶葉や粉末の状態で検査を行い、基準は一般







場合は、セシウム 137 は 30 年、プルトニウムは 2 万年以上である。それを考慮すると、セ









になった。2011年 5月 12日付『東京新聞』には次のような記事があった。 
「神奈川県南足柄市で収穫した新茶の生葉から、食品衛生法上の暫定制度値を上回る




                                                 
390
 農林水産省「お茶生産についての Q&A」（『農林水産省』）2013年、 




 農業協同組合、Japan Agriculture のこと。 
393












2,000 ベクレルが含まれている場合もあった396。ところが、事故 2 年後に、茶企業や組合は
茶の「安全・安心」を宣伝で訴え、放射能汚染が消え去ったかのようにみせている。伊藤


















 OK Food 編『放射能汚染のない食品を見わける本』東京、宝島社、2012年、291頁。 
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『埼玉県 ― Saitama Prefecture Official Homepage』）2011年、 http://www.pref.saitama.lg.jp/page/cha-
chousakekka.html （2014年 1月 7日確認）。 
397
 毎日新聞「伊藤園:「狭山茶」の販売再開 震災で生産中止のペットボトル」（『毎日新聞』埼玉）2013年 2
月 19日付、24面。 
398
 朝日新聞「東日本大震災の被災地産、食べて応援 ― スーパー・百貨店、安全訴え」（『朝日新聞』大阪）
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400
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401
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年 1月 7 日確認）。 
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第４章 現代日本人の茶に関する意識 ― 意識調査
に基づいて 
第１節 調査方法と回答者の分析 
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われた分析の結果を第 1 章から第 3 章で考察したことと関連付けるため、茶がもっている
意義を考慮に入れながら、人びとの意識について分析した。 
最初は回答者の年齢、性別、そして居住している地域について考察する。まずは、下の
図 7 は年齢の分布を示したものである。もっとも多い年齢が 20 代の 114 人（29％）で、40
代（80人、20％）がそれに次ぐ404。回答者の最も少ない年齢は 80 代の 12人（3％）で、70
代も 17 人（4％）と 80 代の回答者数をわずかに上回るに過ぎない。この 2 つの年齢層は人
数こそが少ないが、回答内容が他の年代と非常に異なっている。そのため、70代と 80代の
回答は個別に分析した。次に少ない年齢層は 10 代であるが、それは、筆者が調査票を 18
歳以上の人に配布したためである。30 代（44 人、11％）、50 代（59 人、15％）および 60







図 7 回答者の年齢（数値と割合） 
回答者の性別を図 8 に見ると、女性は 260 人（65％）で、男性は 140 人（35％）と、女
性が大半を占めている。回答者を年齢と性別によって分けると、20代から 50代までは女性
のほうが多く、10代と 70代は男性のほうが多い。30代では男女の割合が 73対 27％でもっ
ともバランスが悪く、80代はともに 50％でバランスがもっともよく取れている。 
 
図 8 回答者の年齢による男性と女性の割合 
対象者の居住地域（表 8 を参照）は、大阪が 293 人（73.25％）で大半を占めている。次
に多いのは和歌山（69 人、17.25％）である。京都（14 人、3.5％）、奈良（11 人、2.75％）
、兵庫（8 人、2％）に住んでいる回答者もいた。その他には、岡山、滋賀、香川と高知が





































































化する質問が設定されているが、第Ⅳ問の細かい分析については以下の第 2 節第 2 項で記
述する。 
 大阪 和歌山 京都 奈良 兵庫 岡山 滋賀 香川 高知 千葉 
人数 293 69 14 11 8 1 1 1 1 1 
％ 73.25% 17.25% 3.50% 2.75% 2.00% 0.25% 0.25% 0.25% 0.25% 0.25% 


































「キーワード群 1」 「キーワード群 2」 ％ 合計 
茶のあり方 茶の種類－緑茶（煎茶と焙じ茶を含む） 17%   
茶道 10%   
茶の種類－抹茶 8%   
千利休 6%   
茶の種類－他 4.5%   
「商品としての茶」 3%   
健康的 1.1% 49% 
 日常性 一休み 5%   
菓子、おやつ 4%   
空間 3%   
食事、ご飯 2%   
日常 2%   
ティータイム 0.4%   
会議 0.2% 18% 
社会性 家族、仲間 3% 3% 
精神性 他の精神性、もてなし 3%   
礼儀、正座 2.8% 6% 
茶の捉え方 日本 6%   
文化、伝統 2.1%   
海外（中国、イギリス） 0.4% 9% 
その他 感情、雰囲気+ 8%   
産地、歴史的な場 6%   
感情、雰囲気- 1.1%   
コーヒー 0.6% 16% 
表 9 第Ⅰ問：茶の一般的なイメージ（467語＝100％） 
まずは、「茶のあり方」を指している言葉は 49％で最も多いことがわかる。その中でも、
茶の種類が思い浮かべた人が最も多く、緑茶（煎茶と焙じ茶を含む）は 17％で 1 位を占め
ている。他には、抹茶が約 8％で 2 位を占め、他の茶の種類は 4.5％で、その中で麦茶（14
人）とウーロン茶（10 人）が多く現れる。紅茶（4 人）は比較的少なかった。この結果に
より、茶と聞くと、「日本茶」が思い浮かぶ人が多く、そして緑茶や抹茶がもっとも思い




























































































































































































図 10 第Ⅱ問と第Ⅲ問：茶道および煎茶道の茶会参加率 
 




















































図 12 第Ⅱ問と第Ⅲ問：茶道および煎茶道の茶会参加率 ― 学習経験（第Ⅳ問）別 
「キーワード群 1」 「キーワード群 2」 ％ 合計 
日常性 空間 5%  
 非日常的 3%  
 姿勢、正座 4% 13% 
社会性 皆で飲む 3% 3% 
精神性 礼儀 9%  
 精神性（その他） 7% 16% 
捉え方 日本 10%  
 文化、伝統 6% 16% 
その他：感情+ 感情、雰囲気+（他
） 36%  
静か 23%  
落ち着く 14% 72% 
その他：感情- 感情、雰囲気-（他
） 20%  
緊張 8%  
堅苦しい 5% 33% 
その他 季節 1%  
 教養 1% 1% 



















































































「キーワード群 1」 「キーワード群 2」 % 合計 
あり方 味を楽しむ 10%   
 抹茶会とは違う 7% 17% 
社会性 年寄が多い 3% 3% 
精神性 礼儀 10%   
  文雅的精神 7% 17% 
捉え方 日本 3% 3% 
その他：感情+ 感情+（他） 70%   
 感情+：楽しい 17% 87% 
その他：感情- 感情－、雰囲気－（他） 27% 27% 
表 11 第Ⅲ問：煎茶道の茶会への印象（30人＝100％）408 
煎茶道の茶会に関しては、茶会を経験した人は 9％で大変少ないため、印象を記述する



















































① はい  ②いいえ 
それらの答えを見ると、約 62％（249 人）が茶道や煎茶道を学んだことがないことが図







図 13 第Ⅳ問：茶道および煎茶道の学習経験 ― 男女別 
次に同じ第Ⅳ問、茶道および煎茶道の経験を年齢別に見ていく。図 14が示す通り、茶道
および煎茶道学習経験者がもっとも多い年齢層は 50 代と 60 代でそれぞれ約 55％と占めて













































































































表 12 第Ⅴ問とⅥ問：茶道および煎茶道のイメージ ― 回答提案の目的 






図 15 第Ⅴ問：茶道のイメージ ― 回答の割合 
 





































































































































































































































図 17 第Ⅵ問：煎茶道のイメージ ― 回答の割合 
 
図 18 第Ⅵ問：煎茶道のイメージ ― 学習経験（第Ⅳ問）別 
煎茶道のイメージを分析すると、最も多く現れる回答は 40%の「古くから伝わっている」


















































































































































































































































































































































































































































































































業、第 3 次産業）と回答した人は 8 人に上った。さらに、サービスと聞くと「残業」を連









































































































える傾向にあるといえよう。さらに 10 代には「よく分からない」人が 28％で最も多く、
それに対して 30代と 80代には「よく分からない」と回答した人はいない。 
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その他：商売 － 抜き 




















































図 25 第Ⅸ問追加質問：店の無料の茶について ― サービスである（190人=100%）416 
続いては、店で提供される無料の茶は「サービスである」と回答した人の選択要因を分
析したい（図 25 を参照）。「サービス」であると考える人は 60％を超えるが、選択の理
由を記した回答者の割合は 48％（190 人）であった417。そのうち、店で提供される茶は「
商売を含む」という回答が 17％で最も多かった。それらの回答の事例を以下に示す。 















0% 5% 10% 15% 20%
その他：商売 - 含む 
日常性：当たり前 






























































図 26 第Ⅸ問追加質問：店の無料の茶について ― もてなしでもサービスでもある（17人=100%）418 
                                                 
418







































                                                 
419
 12％以下の割合を占めるキーワードでは、「その他： 商売 ― 含む」、「その他：安価、水と同じ」、「精
神性：客歓迎」、「その他： 商売 ― 抜き」、そして「その他：感情+」も回答に現れた。 
420
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①１０代  ②２０代  ③３０代  ④４０代 
⑤５０代  ⑥６０代  ⑦７０代  ⑧８０代〜 
 
 あなたの性別を教えてください。 




































































①もてなしである ②サービスである ③よく分からない 
その答えの理由を教えてください。 
（＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿） 
どうもありがとうございました。 
